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【広報案件】 

歴史探訪 ～海図でめぐる明治の愛知・三重～ 

「第１４６回水路記念日 企画展」の開催 

 

 

【お知らせ】 

   平成２９年６月の船舶事故・人身事故発生状況（速報） 

 

 

  

    



 

 

 

 

 

 

歴史探訪 ～海図でめぐる明治の愛知・三重～ 

「第１４６回水路記念日 企画展」の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画展では、明治６年に作成された三重県礫浦（さざらうら）[五ヶ所湾]の海

図のほか、「海の伊能忠敬」と呼ばれた三重県出身の初代水路部長 柳楢悦（や

なぎ ならよし）の紹介、海上保安庁がこれまで実施した大陸棚調査などの成果

を活用した３Ｄ海底地形図を展示します。 

 

 

１．展示期間 

平成２９年９月５日（火）から９月１１日（月）まで 

時間 １０：００～１７：００ 

 

２．開催場所 

イオンモール名古屋みなと スプリングコート 

名古屋市港区品川町２－１－６ 

 

３．展示内容 

（１）明治のころの愛知・三重の海図（複写） 

（２）三重県出身の初代水路部長 柳楢悦の紹介 

（３）３Ｄ海底地形図 

（４）海洋情報業務紹介 

 

４．取材 

現地取材を希望される社は、取材予定日の前日までに、上記問い合わせ先まで

ご連絡下さい。 

問い合わせ先 

第四管区海上保安本部海洋情報部 

     監理課長 五藤 公威 

電話052(661)1611 内線2510 

第四管区海上保安本部では、海上保安庁が保管する歴代の海図で明治のころの

愛知・三重をめぐる企画展を９月５日（火）から９月１１日（月）にかけて開催し

ます。この企画展は、水路記念日（９月１２日）にあわせ、毎年行っているもので、

今年は、「イオンモール名古屋みなと（名古屋市港区）」において、近代的な海図作

製の歴史がはじまった明治のころの海図と最新の海図を展示するとともに、海洋

調査に関するパネル等の展示も併せて行います。 

平成２９年７月３１日 

第四管区海上保安本部 
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歴史探訪
～海図でめぐる明治の愛知・三重～

展示期間 平成２９年９月５日（火）～９月１１日（月）

時間 １０：００～１７：００

開催場所 イオンモール名古屋みなと スプリングコート

愛知県名古屋市港区品川町２丁目１番６号

展示内容 （１）明治のころの愛知・三重の海図

（２）三重県出身の初代水路部長 柳楢悦の紹介

（３）３Ｄ海底地形図

（４）海洋情報業務紹介

柳 楢悦（やなぎ ならよし、1832-1891）
津藩士、初代水路局長、水路部長

伊勢之國礫港之圖 明治６年刊行

連絡先
第四管区海上保安本部
海洋情報部監理課

名古屋市港区入船２－３－１２
電話 052(661)1611 内線2510

［ 第 146 回水路記念日 企画展 ］
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水路記念日について 

「水路記念日」とは、海上保安庁海洋情報部の前身である兵部省海軍部水路局創立の日

です。 

明治２年（１８６９年）８月に兵部省が設置され、明治３年３月には兵部省の下に海軍掛と陸

軍掛の分課が設けられました。 

明治４年（１８７１年）７月２８日に兵部省が海軍部と陸軍部に分けられ、海軍部に第１秘史

局、第２軍務局、第３造船局、第４水路局（水路局）、第５会計局の５つの局が置かれました。

ここに、当時わが国の緊急課題であった日本沿岸の安全を図るための海図作りを使命とし

た水路局が初めて誕生しました。 

 明治初期、勝海舟らとともに長崎海軍伝習所にお

いてオランダ式の航海・測量術を学んだ津藩（現三

重県）出身の初代水路局長 柳楢悦（やなぎならよ

し）（右写真）は「水路事業の一切は海員的精神に

依り、徹頭徹尾外国人を雇用せず自力を以て、外

国の学術技芸を選択利用し、改良進歩を期すべし

」を大方針として、日本人のみでの測量を精力的に

推進しました。 

 

 

 

 

 

 

わが国における近代的な海図の第１号は、

明治５年９月（旧暦８月）に完成した「陸中国釜

石港之図」です。 

 愛知県・三重県に関する最も古いものとして

は、「伊勢之国礫（さざら）港之図」（１８７３年

（明治６年）９月刊行（右図）があり、これは三重

県五ヶ所湾の海図で１８６２年からの幕府海軍

の測量によるもので、のちの初代水路部長柳

楢悦（当時は津藩士）らにより行われ海図が作

成されました。 

 

昭和２６年（１９５１年）に海上保安庁が水路局の誕生した７月２８日を水路部の創立の日と

して制定しましたが、昭和４６年（１９７１年）の水路部創立１００周年を期して、明治初期に用

いられていた太陰暦（旧暦）の７月２８日を現在使用されている太陽暦に換算した９月１２日

を水路部の創立の日として「水路記念日」を制定しました。   

柳楢悦（やなぎ ならよし、1832-1891） 
津藩士、初代水路局、水路部長、貴族院議員、

大日本水産名誉会員。 

「伊勢之国礫（さざら）港之図」 
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水路局から海洋情報部への変遷 

水路局は、兵部省に設置されて以来、所属省庁が移り変わって現在に至っています。移り

変わりの中で、水路部の観象台業務の移管が行われ、天文関係は文部省へ、気象関係は

内務省へ移管されました。 

 

明治 ４年（１８７１年） ９月１２日 (旧暦 ７月２８日) 兵部省海軍部水路局 

 〃  ５年（１８７２年） ４月 ５日 (旧暦 ２月２８日) 海軍省水路局 

 〃  ５年（１８７２年）１１月１３日 (旧暦１０月１３日) 海軍省水路寮 

 〃  ９年（１８７６年） ９月 １日 海軍省水路局 

 〃 １９年（１８８６年） １月２９日 海軍水路部（海軍省外局となる） 

 〃 ２１年（１８８８年） ６月２７日 水路部（海軍の冠称廃止） 

昭和２０年（１９４５年）１１月２９日 水路部（運輸省外局となる） 

 〃 ２３年（１９４８年） ５月 １日 海上保安庁水路局（海上保安庁設置 

・内部機関となる） 

〃 ２４年（１９４９年） ６月 １日 海上保安庁水路部 

平成１４年（２００２年） ４月 １日 海上保安庁海洋情報部 （現在に至る） 
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【問い合わせ先】  

交通部安全対策課 

 安全対策課長 間部 政道 

電話 052－661－1611（内線 2640） 

 

 

 

 

平成２９年７月３１日 

 第四管区海上保安本部 

 

 

 
平成２９年６月の船舶事故・人身事故発生状況（速報） 

 

１ 船舶事故 

（１） ６月の船舶事故は１０隻（前年７隻）で、これら事故に伴う死者・行方不明

者の発生はありませんでした。 

（２） 船種別では、プレジャーボートが６隻、貨物船が２隻、漁船及びタンカーが

それぞれ１隻となっています。 

    事故種類別では、衝突及び機関故障がそれぞれ４隻、浸水及び推進器障害がそ

れぞれ１隻となっています。 

（３） 船舶事故１０隻中、小型船舶が７隻と多くを占めました。 

     小型船舶の事故では、２隻の水上バイクが縦列で航走中に、後方の水上バイク

が急旋回した前方のバイクを避けきれず衝突し、２名が負傷するといった事故

などが発生しています。  

（４） 今年６月までの船舶事故の累計は６７隻（前年５０隻）で、前年に比べ１７隻

増加しています。 

 

 

 

２ 人身事故 

（１） ６月の人身事故は１０人(前年１２人)で、これら事故に伴う死者・行方不明

者は４人（前年５人）でした。 

（２） 事故の内訳としては、乗船者の人身事故が１人（前年６人）、マリンレジャー

に伴う海浜事故は３人（前年２人）、マリンレジャー以外の海浜事故が６人（前

年４人）となっています。 

（３）マリンレジャーに伴う海浜事故は、サーフィン、ボディーボード及びスキムボ

ード中の溺水、負傷事故でした。 

（４） 今年６月までの人身事故の累計は８１人（前年７４人）で、前年に比べ７人増

加しています。 
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